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ຫ性৺ෆશ看護認定看護師のܧଓ教育ϓロάϥϜߏஙへ޲けたૅجత研究

ʲॹݴʳ

　平ۉण໋のԆ長とग़生཰の௿下によりਓ口のྸߴ
Խはੈքن໛でਐ行している̍）。とくに೔本では௒
者を中৺に৺ྸߴ者と௒ྸߴ、社会へとಥ入しྸߴ
ෆશの૿Ճが著໌である２）。৺ෆશױ者の入Ӄ者਺
はຖ年̍ສਓͣつ૿Ճし、今後2���年をϐークに૿
Ճの一్をたどり、ʮ৺ෆશύンデミοクʯとൺᄻ
されている３）。
　ҩ療費においても৺ෆશの઎めるׂ߹は多く、৺
ෆશױ者は૿ѱしたࡍにߴ度ٸ性ظපӃにൖૹされ、
ੳなど様々なಁٸۓ、度ҩ療、集中Ϟχλー؅理ߴ
処ஔ、ֹߴༀࡎを࢖用しているため、今後もҩ療費
をѹഭしていくことが༧ଌされる４）。

　৺ෆશとは、ʮ৺ଁがѱいために、ଉ੾れやむく
Έがىこり、だんだんѱくなり生໋をॖめるපؾʯ
と定ٛされ̑）、॥ױ࣬ث؀のऴ຤像といわれる。そ
のපଶは、঱状のٸ性૿ѱによる࠶入Ӄを繰り返し
ながΒ、ঃ々に治療఍߅性の຤ظ৺ෆશの段֊にਐ
行していくため、৺ෆશのҩ療費を૿大さͤる࠷大
の原Ҽは࠶入Ӄである̒）といわれている。೔本ࠃ内
の৺ෆશ૿ѱによる࠶入Ӄ཰は、ୀӃ後̒Χ月で
2�ˋ、̍年後は3�ˋとߴ཰であり̓）、࠶入Ӄをいか
に๷͙かがෆ要なҩ療費を཈制するための՝୊であ
る。৺ෆશ૿ѱの要Ҽは、ױ者の生活習׳が関係し、
これΒはコントロールՄ能で༧๷のためのηルϑέ
アを支援する看護師の関わりが重要である。ྸߴԽ
のਐ行とともに৺ෆશύンデミοクはさΒにਂࠁな
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ʲཁ　ࢫʳ
ʦ໨తʧຫ性৺ෆશ看護認定看護師（Ҏ下 $)'�$/）のମܥԽしたܧଓ教育のϓロάϥϜはなく、

その実ଶについては໌Βかにされていない。本研究では $)'�$/ 教育՝ఔ修ྃ後のܧଓ教
育へのӨڹ要Ҽを調査する。

ʦํ法ʧ$)'�$/3��໊を対৅に、自己ه入ࣜ質໰ࢴ調査を実ࢪした。調査内容は $)'�$/ がܧଓ
教育としてडߨまたは学習した内容と、それにӨڹする要Ҽ（対৅者എࣄ࢓、ܠ、Ոఉ、
ۚમ໘、։࠵場所など）を調査した。෼ੳは対৅者എܠとӨڹ要ҼのР2ݕ定を行い関࿈性
を֬認した。

ʦ結果ʧ༗効回౴1��໊の $)'�$/ を෼ੳ対৅とした。平ۉ年ྸ�1��ʶ��3ࡀ、女性123໊（���）、
看護師ݧܦ年਺1���ʶ��1年、$)'�$/ औ得年਺平ۉ���ʶ1��年であった。対৅者の�1� が
̍年内に研修౳のܧଓ教育のػ会をもっていた。डߨできない理༝にՈఉの౎߹をڍげた
ਓでは、ࠗҽ状況（pʹ���）ٴび子ڙの༗ແ（pʹ���）と༗ҙな関࿈があった。

ʦ࡯ߟʧ$)'�$/ の約൒਺がܧଓ教育のػ会をҡ持しているが、ະडߨ者ではࠗطやՈ଒員のӨڹ
があった。このことかΒΦンϥインなどをར用した教育ϓロάϥϜのݕ౼がඞ要であるこ
とがࣔࠦされる。

Ωʔϫʔυɿ ຫੑ৺ෆશ看護ೝఆ看護ࢣɺܧଓ教ҭɺ教ҭχʔυɺ࣮ଶௐࠪ
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໰୊になると༧ଌされており̔）、࣬ױのコントロー
ルをしながΒࡏ୐療養をܧଓする৺ෆશױ者に対す
る効果తで、ܧଓՄ能な看護実ફέアの֬立がۓ٤
の՝୊であるとߟえΒれる。
　೔本看護協会は、ಛ定の看護෼໺におけるख़࿅し
た看護ٕज़ٴび஌ࣝを用いて、あΒΏる場で看護を
ඞ要とする対৅に、ਫ準のߴい看護実ફのできる認
定看護師を社会にૹりग़すことにより、看護έアの
広がりと質の޲上を໨తに、認定看護師制度をऔり
入れている̕）。೔本॥ث؀看護学会が発଍した౰ॳ

（2���年）は、集中έア認定看護師やٸٹ看護認定看
護師、αϒスϖシϟリティーとしているクリティΧ
ルέアઐ໳看護師（ݱɿٸ性重঱ױ者看護ઐ໳看護
師）が॥ྖث؀Ҭをѻっていたが、॥ྖث؀Ҭにಛ
Խした認定看護師は存ࡏしなかった。そのため৺ෆ
શέアにಛԽしたຫ性৺ෆશ看護認定看護師（Ҏ下
$ISPOJD�)FBSU�'BJMVSF�$FSUJpFE�/VSTFɿ$)'�$/）が、
2�1�年に೔本看護協会で認定され1�）、2�11年より教
育が։࢝された。
　$)'�$/ のظ଴される能力として、೔本看護協
会ではҎ下のよ͏に定めている。（ಛ定行ҝ研修を
૊Έࠐんでいない教育՝ఔɿ" ՝ఔ教育ػ関）11）

ʮ̍ɽ৺ෆશױ者の਎ମٴび認஌・精神ػ能のత֬
なアηスϝントができる。２ɽຫ性৺ෆશױ者の৺
ෆશ૿ѱҼ子のධՁとϞχλリンάができる。
３ɽ঱状؇和のためのマωδϝントを行い、20-
をߴめるための療養生活行動を支援することができ
る。４ɽ৺ෆશのපଶとຫ性৺ෆશױ者の਎ମత・
精神త・社会తな対৅ಛ性に応じてࡏ୐療養をݟਾ
えた生活調੔ができる。̑ɽຫ性৺ෆશױ者・Ո଒
のݖརを༴護し、自己ܾ定支援をଚ重した看護を実
ફできる。̒ɽより質のߴいҩ療をਪਐするため、
多৬छと協ಇし、νーϜの一員として໾ׂを果たす
ことができる。̓ɽຫ性৺ෆશ看護の実ફを௨して
໾ׂϞデルをࣔし、看護৬者へのࢦಋ・૬ஊ対応を
行͏ことができる。ʯこれΒの能力が習得できるよ
͏、$)'�$/ の教育՝ఔがઃஔされ、研修が行わ
れている（ද̍）。
　しかし、$)'�$/ の֨ࢿऔ得後のܧଓ教育は、
Խした卒後教育ϓロάܥ々に委ねΒれており、ମݸ
ϥϜはなく、認定看護師自਎がଊえるΩϟリア発ୡ
に対する՝୊やظ଴についてはこれまで໌Βかにさ
れていない12）。೔本看護協会は2�12年４月に࡞成し

たʮܧଓ教育のج準 7FS2ʯの中で、ઐ໳看護師、
認定看護師の໾ׂを਱行するために、ʮスϖシϟリ
スト自਎の能動త、自཯తな学習とݧܦを௨した、
質の޲上へのܧଓతなऔり૊ΈがٻめΒれる。ʯま
た૊৫や教育ػ関には、ʮ֨ࢿऔ得後のܧଓ教育支
援がٻめΒれるʯ13）と認定看護師の՝୊や能力։発
についてड़΂ている。そこで本研究では、$)'�$/
の教育՝ఔ研修修ྃ後のܧଓ教育の実ଶとӨڹ要Ҽ
を໌Βかにし、ܧଓ教育に対する支援のありํにつ
いて࡯ߟする。

ʲํ๏ʳ

̍ɽ༻ޠͷఆٛ
/$�'($�ଓ教育ɿܧ 養成՝ఔでの学習後のスΩル

アοϓとして、ମܥతにܭ画されݸ々ਓが自཯త
にੵΈ重ねる学習、研究活動など様々なܗଶをと
る学習を支援するよ͏にܭ画されるもの。

教�育χーυɿ೔本看護協会が定めた $)'�$/ のظ
଴される能力の中で $)'�$/ がٻめる教育内容。

̎ɽํ๏
研�究ํ法ɿ༣ૹ法による自己ه入ࣜ質໰ࢴ調査。೔

本看護協会認定看護師ొ࿥者一ཡにެ։されてい
る情報を元にొ࿥されている $)'�$/ に質໰ࢴ
を༣ૹした。

対�৅ɿ$)'�$/3��໊の͏ͪ研究にಉҙが得Βれた者。
調査ظ間ɿ2�1�年12月かΒ2�2�年̍月。

̏ɽௐࠪථͷߏ੒
̍）対৅者എܠ
　年ྸ、性ผ、ࠗҽ状況、ಉډՈ଒、看護師ݧܦ年
਺、認定֨ࢿऔ得後年਺、所ଐࢪઃ、所ଐ෦ॺ、৬
位、ա̍ڈ年Ҏ内のܧଓ教育डߨの༗ແ。
ଓ教育と教育χーυについてܧ（２

（̍�）ᶃܧଓ教育をडߨした者の研修内容、ᶄ৺ෆ
શのઐ໳తٕज़に対する自৴、ᶅ教育χーυの、
ᶃᶄᶅについて $)'�$/ にظ଴される各能力

（೔本看護協会認定看護師教育ج準ΧリΩュϥϜ
より一෦վม）（ද̍）の内容について質໰した。

（２�）研修をडߨできない理༝について、ࣄ࢓の౎
߹・Ոఉの౎߹・ۚમతな調੔・։࠵場所・情
報を得るػ会がない・参Ճしたい学習の場がな
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い・ڵຯがない、のબ୒ࢶの中かΒ、ෳ਺回౴
でબ୒してもΒい、それについての自༝هड़回
౴をٻめた。

ද̍　$)'�$/ ଴͞ΕΔೳྗظʹ
（೔本看護協会認定看護師教育ج準ΧリΩュϥϜより一෦վม）

ϑィδΧルアηスϝント
認஌・精神ػ能のアηスϝント
঱状マωδϝント
঱状؇和
୐支援ࡏ
自己ܾ定支援
多৬छ࿈ܞ・νーϜҩ療

̐ɽ෼ੳํ๏
̍�）対৅者എܧ、ܠଓ教育をडߨした者の研修内容、

৺ෆશのઐ໳తٕज़に対する自৴、教育χーυに
ついて୯७集ܭを行った。�

２�）対৅者എܠと研修をडߨできない理༝について
の関࿈性を֬認するために、୯७集ܭの正ن性の
֬認を行った上で、1FBSTPO のР2ݕ定を行った。
༗ҙਫ準は pʻ����とした。

３�）෼ੳについては、౷ܭιϑト 4144�TUBUJTUJDT�
2�を࢖用した。

̑ɽྙཧత഑ྀ
　この研究は研究者の所ଐするࢪઃの研究ྙ理委員
会のঝ認を得て実ࢪした（ঝ認൪߸31ô�1�）。
　研究対৅者にはॻ໘にて研究のओࢫ、ྙ理త഑ྀ、
研究への協力の自༝、デーλはܥ౷తに処理し、得
Βれたデーλは研究者の੹೚でݫ重に保؅すること
を説໌した。また、質໰ࢴは、ݸਓがಛ定できない
よ͏にແ໊هとし、調査対৅者のಉҙを֬認するཝ
をઃけ、ʓҹによるಉҙを得た。

ʲ݁Ռʳ

　回収਺は1��໊（回収཰����ˋ）であった。
̍ɽର৅ऀഎܠ
　平ۉ年ྸは�1��ʶ��3ࡀ、性ผはஉ性23໊（1����）、
女性123໊（���2�）、ࠗҽ状況はະࠗ��໊（�����）、
、年਺は1���ʶ��1年ݧܦ看護師、（����1）໊��ࠗط
認定看護師֨ࢿऔ得後年਺は���ʶ1��年であった。
32ـۙ、຿地については、関౦��໊（2���ˋ）ۈ　
໊（21�3ˋ）、中（ˋ1��1）2�໊ࠃ࢛・ࠃのॱで多
かった。৬位については約ׂ̑がओ೚・師長とい͏
中間؅理৬であった（ද２）。

 2㸧対㇟者⫼ᬒと◊ಟを受講できない理⏤につい

ての㛵㐃性を確ㄆするために、༢⣧集計のṇ

つ性の確ㄆを行った上で、PearsonのȮ2᳨ᐃ

を行った。᭷意Ỉ準は p㸺0.05とした。 

3㸧分ᯒについては、⤫計ࢯフト SPSS statistics25

を使用した。 

 

5. 倫理的配慮 

 この◊✲は◊✲者のᡤᒓする施タの◊✲倫理ጤ員

఍のᢎㄆを得て実施した㸦ᢎㄆ␒ྕ 31-014㸧。 

 ◊✲対㇟者には書㠃にて◊✲の୺᪨、倫理的配慮、

◊✲への༠ຊの⮬⏤、データは⣔⤫的にฎ理し、得

られたデータは◊✲者の㈐௵でཝ㔜に保⟶すること

をㄝ᫂した。また、㉁問紙は、個人が≉ᐃできない

ように↓記名とし、ㄪ査対㇟者の同意を確ㄆするḍ

をタけ、ࠐ༳による同意を得た。 

 

䛆⤖ᯝ䛇 

ᅇ཰ᩘは 146名㸦ᅇ཰⋡ 48.5㸣㸧であった。 

1. 対㇟者⫼ᬒ 

ᖹᆒ年㱋は41.8±5.3ṓ、性別は⏨性23名(15.8%)、

ዪ性 123名(84.2%)、፧ጻ状況はᮍ፧ 70名(47.9%)、

᪤፧75名(51.4%)、看護ᖌ経験年ᩘは18.7±5.1年、 

ㄆᐃ看護ᖌ㈨᱁取得後年ᩘは 4.6±1.8 年であった。 

໅ົ地については、㛵ᮾ 40名(27.4㸣)、㏆␥ 32名

(21.3㸣)、中ᅜ・ᅄᅜ 25名(17.1㸣)の順で多かった。

⫋఩については⣙ 5 割が୺௵・ᖌ長という中間⟶理

⫋であった㸦⾲ 2㸧。 

 

2. ⥅⥆教⫱受講の᭷↓による対㇟者⫼ᬒ 

1 年以内に⥅⥆教⫱を受けた者は 74 名㸦50.6㸣㸧

で、そのうࡕの᪤፧者は 56.8㸣、Ꮚ౪がいないとᅇ

⟅した者は 51.4㸣であった。同ᒃᐙ᪘については 0

人が 27.0㸣、1㹼2 人が 37.8㸣、3㹼4 人が 20.3㸣、

5人以上が 4.1㸣であった。໅ົ地別の受講者は㛵ᮾ、

㏆␥、中ᅜ・ᅄᅜの順で多い結果であった㸦⾲ 2㸧。 

 n=146
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̐ɽݚमΛडߨͰ͖ͳ͍ཧ༝
　研修をडߨできない理༝としては、։࠵場所が遠
す͗る、ࣄ࢓の調੔がつかない、ۚમతな調੔がつ
かないと回౴したਓが多い結果となった（ද４）。

3. ⥅⥆教⫱の◊ಟ内容、心不඲のᑓ㛛的技術に対

する⮬ಙ、教⫱ࢽードについて 

⥅⥆教⫱を受講した CHF-CN74名の、ス࢟ルアップ

目的の◊ಟ内容は「、ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、

「フィジ࢝ルアセスメント」、「症状マネジメント」

の項目がᑡない結果となった(⾲ 3)。 

CHF-CNの心不඲のᑓ㛛的技術に対する⮬ಙに㛵す

る⮬ᕫ評価として、「ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、

「症状⦆࿴」、「⮬ᕫỴᐃᨭ᥼」という項目ができて

いないとᅇ⟅した者が多かった㸦⾲ 3㸧。 

教⫱ࢽードについては、⮬ᕫ評価のపかった、「ㄆ

▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、「症状⦆࿴」、「⮬ᕫỴ

ᐃᨭ᥼」が㧗い結果であった㸦⾲ 3㸧。 

 

4. ◊ಟを受講できない理⏤ 

 ◊ಟを受講できない理⏤としては、開ദ場ᡤが㐲

すࡂる、仕஦のㄪ整がつかない、㔠㖹的なㄪ整がつ

かないとᅇ⟅した人が多い結果となった㸦⾲ 4㸧。 

 

 

 

 

 

 

5. 対㇟者⫼ᬒと◊ಟの受講がᅔ㞴な要ᅉとの㛵㐃 

対㇟者⫼ᬒとᙳ㡪要ᅉのȮ2᳨ᐃを行った結果、受

講できない理⏤にᐙᗞの㒔合をᣲࡆた人では、፧

ጻ状況㸦p㸻.00)及びᏊ౪の᭷↓(p㸻.00)と᭷意な

㛵㐃があった。その௚の項目では᭷意な㛵㐃はなか

った㸦⾲ 5㸧。 
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ද̐　研修ΛडߨͰ͖ͳ͍ཧ༝

̑ɽର৅ऀഎܠͱݚमͷडࠔ͕ߨ೉ͳཁҼͱͷؔ࿈
　対৅者എܠとӨڹ要ҼのР2ݕ定を行った結果、

डߨできない理༝にՈఉの౎߹をڍげたਓでは、ࠗ
ҽ状況（pʹ���）ٴび子ڙの༗ແ（pʹ���）と༗ҙ
な関࿈があった。その他の߲໨では༗ҙな関࿈はな
かった（ද̑）。

ʲ࡯ߟʳ

̍ɽର৅ऀഎܠʹ͍ͭͯ
　શࠃの $)'�$/ の平ۉ年ྸがࡀ����、性ผൺもஉ
性が1�ˋ 1�）であり、本研究結果も૬ҧはݟΒれな
かった。ۈ຿地のׂ߹もશࠃの調査結果と૬ҧはݟ
Βれなかった。৬位については約ׂ̑がओ೚・師長
であった。このことは、ࠇ田Β1�）のઌ行研究の結果
とಉじであり、ओ೚・師長の໾৬についている理༝
としては、認定看護師（$/）ٴびઐ໳看護師

（$/4）の଴۰では、৬位やڅྉをあげるためには
؅理৬としてのポストしかないことがڍげΒれ、そ

̎ɽܧଓڭҭडߨͷ༗ແʹΑΔର৅ऀഎܠ
　̍年Ҏ内にܧଓ教育をडけた者は��໊（����ˋ）
で、その͏ͪのࠗط者は����ˋ、子ڙがいないと回
౴した者は�1��ˋであった。ಉډՈ଒については̌
ਓが2���ˋ、̍ʙ２ਓが3���ˋ、３ʙ４ਓが2��3ˋ、
̑ਓҎ上が��1ˋであった。ۈ຿地ผのडߨ者は関౦、
。のॱで多い結果であった（ද２）ࠃ࢛・ࠃ中、ـۙ

̏�ɽܧଓڭҭͷݚम಺༰ɺ৺ෆશͷઐ໳తٕज़ʹର
͢Δࣗ৴ɺڭҭχʔυʹ͍ͭͯ

したߨଓ教育をडܧ　 $)'�$/��໊の、スΩルアο

ϓ໨తの研修内容はʮ認஌・精神ػ能のアηスϝン
トʯ、ʮϑィδΧルアηスϝントʯ、ʮ঱状マωδϝン
トʯの߲໨がগない結果となった（ද３）。
　$)'�$/ の৺ෆશのઐ໳తٕज़に対する自৴に
関する自己ධՁとして、ʮ認஌・精神ػ能のアηス
ϝントʯ、ʮ঱状؇和ʯ、ʮ自己ܾ定支援ʯとい͏߲໨
ができていないと回౴した者が多かった（ද３）。
　教育χーυについては、自己ධՁの௿かった、

ʮ認஌・精神ػ能のアηスϝントʯ、ʮ঱状؇和ʯ、
ʮ自己ܾ定支援ʯがߴい結果であった（ද３）。

3. ⥅⥆教⫱の◊ಟ内容、心不඲のᑓ㛛的技術に対

する⮬ಙ、教⫱ࢽードについて 

⥅⥆教⫱を受講した CHF-CN74名の、ス࢟ルアップ

目的の◊ಟ内容は「、ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、

「フィジ࢝ルアセスメント」、「症状マネジメント」

の項目がᑡない結果となった(⾲ 3)。 

CHF-CNの心不඲のᑓ㛛的技術に対する⮬ಙに㛵す

る⮬ᕫ評価として、「ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、

「症状⦆࿴」、「⮬ᕫỴᐃᨭ᥼」という項目ができて

いないとᅇ⟅した者が多かった㸦⾲ 3㸧。 

教⫱ࢽードについては、⮬ᕫ評価のపかった、「ㄆ

▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、「症状⦆࿴」、「⮬ᕫỴ

ᐃᨭ᥼」が㧗い結果であった㸦⾲ 3㸧。 

 

4. ◊ಟを受講できない理⏤ 

 ◊ಟを受講できない理⏤としては、開ദ場ᡤが㐲

すࡂる、仕஦のㄪ整がつかない、㔠㖹的なㄪ整がつ

かないとᅇ⟅した人が多い結果となった㸦⾲ 4㸧。 

 

 

 

 

 

 

5. 対㇟者⫼ᬒと◊ಟの受講がᅔ㞴な要ᅉとの㛵㐃 

対㇟者⫼ᬒとᙳ㡪要ᅉのȮ2᳨ᐃを行った結果、受

講できない理⏤にᐙᗞの㒔合をᣲࡆた人では、፧

ጻ状況㸦p㸻.00)及びᏊ౪の᭷↓(p㸻.00)と᭷意な

㛵㐃があった。その௚の項目では᭷意な㛵㐃はなか

った㸦⾲ 5㸧。 
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ຫ性৺ෆશ看護認定看護師のܧଓ教育ϓロάϥϜߏஙへ޲けたૅجత研究

 
 

䛆⪃ᐹ䛇 

 

1.対㇟者⫼ᬒについて 

 ඲ᅜの CHF-CNのᖹᆒ年㱋が 40.9ṓ、性別比も⏨

性が 16㸣14㸧であり、ᮏ◊✲結果も┦㐪は見られなか

った。໅ົ地の割合も඲ᅜのㄪ査結果と┦㐪は見ら

れなかった。⫋఩については⣙ 5 割が୺௵・ᖌ長で

あった。このことは、㯮⏣ら 15㸧のඛ行◊✲の結果と

同ࡌであり、୺௵・ᖌ長の役⫋についている理⏤と

しては、ㄆᐃ看護ᖌ(CN)及びᑓ㛛看護ᖌ(CNS) のᚅ

㐝では、⫋఩や⤥ᩱをあࡆるためには⟶理⫋として

の࣏ストしかないことがᣲࡆられ、そのために看護

⟶理ᴗົがቑえてᮏ᮶の CN 及び CNS としてのάື

がไ㝈されること 16㸧が指᦬されている。それに対し

て、CN及び CNSの役割㐙行をಁ㐍していくためには、

ᑓ௵であり、かつ⟶理⫋以外のᑓ㛛⫋として新しい

⫋఩の確立が必要である 17㸧と㏙࡭られている。この

ことから、⟶理⫋以外での新しい⫋఩の確立と、⤥

ᩱへの反ᫎがㄢ㢟であることが♧၀された。 
 

2.◊ಟ内容、⮬ᕫの技術、教⫱ࢽードについて 

CHF-CNの⮬分の技術に㛵する⮬ᕫ評価のపかった

項目である、「ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」、「症状

⦆࿴」、「⮬ᕫỴᐃᨭ᥼」の項目が、教⫱ࢽードの㧗

い項目となっていた。 

⌧ᅾࢃがᅜはᑡᏊ㧗㱋໬が加㏿し、ᅋሢのୡ௦が

後期㧗㱋者となる 2025年問㢟に┤㠃している。心⑌

ᝈは日ᮏ人のṚᅉ➨ 2 ఩であり、≉に心不඲はቑ加

の一途をたどっている。心不඲はቑᝏᐶ解を⧞り返

しながらᚎࠎに㌟యᶵ能がᝏ໬していくのが≉ᚩで、

1 年以内に⣙ 20㹼40㸣が心不඲ቑᝏで入院すると報

࿌されている 18㸧。これまでに心保護⸆やデバイスな

どの་⒪の発展により心⑌ᝈᝈ者の生࿨予後は大き

くᨵၿしてきたが、἞⒪のᡂ⇍とඹに生࿨予後ᨵၿ

のࡳならࡎ生άの㉁のྥ上や多様໬する価್観への

対応がồめられるようになってきた。一方で、㧗㱋

者の多くは多⑌ᝈ、㌟య的および♫఍的フࣞイル、

ㄆ▱ᶵ能పୗ、࣏ࣜフ࢓ーマシーなど」ᩘかつ」㞧

な問㢟をᢪえている 19㸧。このような♫఍⫼ᬒがある

ため、「ㄆ▱精⚄ᶵ能のアセスメント」や「症状⦆࿴」

に対する教⫱ࢽードが㧗まっているのではないかと

考えられる。CHF-CNの多くは診⒪⛉や⫋✀を㉸えた

多㠃的なアプローチによってᝈ者ࡈとの多様性に対

応することがồめられているが、その実践はᅔ㞴を

ᴟめていると考えられる。 

2018年診⒪報㓘ᨵᐃではᮎ期心不඲ᝈ者に対する 

診⒪報㓘加⟬が⟬ᐃ可能 20㸧となったが、診᩿᪩期か

らの取り⤌ࡳとして心不඲⦆࿴ࢣアのᴫᛕᐃ着とಁ

㐍がồめられる。⦆࿴ࢣアのなかで㔜要なプロセス

がアドバンス・ࢣア・プࣛンࢽンࢢ 㸦advance care 

planning㸸ACP㸧21㸧である。ᝈ者の意思Ỵᐃ能ຊがప

ୗする前に、ᝈ者やᐙ᪘がᮃむ἞⒪と生き方を஦前

にヰし合いながら計画し、᭱終的には終ᮎ期に⮳る

まで⣡得した人生を㏦ってもらうことを目標とする。

n=146

ዪᛶ ᪤፧ ࡋ࡞

ࡾ࠶ �� ����� 101 ����� 1 �� ����� �� ����� 1 43 ����� �� ����� 1

ࡋ࡞ � ����� 21 ����� 12 ����� �� ����� 15 ����� 10 �����

ࡾ࠶ 11 ����� �� ����� 1 10 ����� �� ����� 1 34 ����� 13 ����� 1

ࡋ࡞ 12 ����� �� ����� �� ����� 35 ����� 24 ����� �� �����

ࡾ࠶ 14 ����� �� ����� 1 43 ����� 44 ����� 1 �� ����� �� ����� 1

ࡋ࡞ � ����� �� ����� �� ����� 30 ����� 22 ����� 30 �����

ࡾ࠶ �� ����� 111 ����� 1 �� ����� �� ����� 1 54 ����� �� ����� 1

ࡋ࡞ 5 ����� 11 ���� � ����� � ���� 4 ���� � �����

ࡾ࠶ 2 ���� 21 ����� 1 13 ����� 10 ����� 1 5 ���� �� ����� 1

ࡋ࡞ 21 ����� 101 ����� �� ����� �� ����� 53 ����� �� �����

ࡾ࠶ � ����� �� ����� 1 �� ����� 25 ����� 1 �� ����� 25 ����� 1

ࡋ࡞ �� ����� �� ����� 52 ����� �� ����� 41 ����� 51 �����

ࡾ࠶ 2 ���� � ���� 1 5 ���� 4 ���� 1 2 ���� � ���� 1

ࡋ࡞ 21 ����� 115 ����� �� ����� �� ����� �� ����� �� �����

Pearsonのχ2検定　　　＊:p＜0.05　＊＊:p＜0.01

⯆࿡࠸࡞ࡀ ���� ���� ����
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ද̑　ର৅ऀഎܠͱ研修डࠔ͕ߨ೉ͳཁҼͱͷؔ࿈

のために看護؅理業຿が૿えて本来の $/ びٴ
$/4 としての活動が制限されること1�）がࢦఠされ
ている。それに対して、$/ びٴ $/4 の໾ׂ਱行
をଅਐしていくためには、ઐ೚であり、かつ؅理৬
Ҏ֎のઐ໳৬として新しい৬位の֬立がඞ要であ
る1�）とड़΂Βれている。このことかΒ、؅理৬Ҏ֎
での新しい৬位の֬立と、څྉへの൓өが՝୊であ
ることがࣔࠦされた。

̎ɽݚम಺༰ɺࣗݾͷٕज़ɺڭҭχʔυʹ͍ͭͯ
　$)'�$/の自෼のٕज़に関する自己ධՁの௿かっ
た߲໨である、ʮ認஌・精神ػ能のアηスϝントʯ、

ʮ঱状؇和ʯ、ʮ自己ܾ定支援ʯの߲໨が、教育χー
υのߴい߲໨となっていた。
ԽがՃ଎し、ஂմのੈ代がྸߴはগ子ࠃわがࡏݱ　
後ྸߴظ者となる2�2�年໰୊に௚໘している。৺࣬
Ҽ第２位であり、ಛに৺ෆશは૿Ճࢮは೔本ਓのױ
の一్をたどっている。৺ෆશは૿ѱ׮解を繰り返
しながΒঃ々に਎ମػ能がѱԽしていくのがಛ௃で、
̍年Ҏ内に約2�ʙ��ˋが৺ෆશ૿ѱで入Ӄすると報
告されている1�）。これまでに৺保護ༀやデバイスな
どのҩ療の発లにより৺࣬ױױ者の生໋༧後は大き
くվળしてきたが、治療の成ख़とڞに生໋༧後վળ
のΈなΒͣ生活の質の޲上や多様ԽするՁ஋؍への
対応がٻめΒれるよ͏になってきた。一ํで、ྸߴ
者の多くは多࣬ױ、਎ମతおよび社会తϑレイル、
認஌ػ能௿下、ポリϑΝーマシーなどෳ਺かつෳࡶ
な໰୊を抱えている1�）。このよ͏な社会എܠがある
ため、ʮ認஌・精神ػ能のアηスϝントʯやʮ঱状

؇和ʯに対する教育χーυがߴまっているのではな
いかとߟえΒれる。$)'�$/ の多くは診療科や৬
छを௒えた多໘తなアϓローνによってױ者ごとの
多様性に対応することがٻめΒれているが、その実
ફはࠔ೉をۃめているとߟえΒれる。
　2�1�年診療報ुվ定では຤ظ৺ෆશױ者に対する�
診療報ुՃࢉがࢉ定Մ能2�）となったが、診断ૣظか
Βのऔり૊Έとして৺ෆશ؇和έアの֓念定ணとଅ
ਐがٻめΒれる。؇和έアのなかで重要なϓロηス
がアυバンス・έア・ϓϥンχンά（BEWBODF�DBSF�
QMBOOJOHɿ"$1）21）である。ױ者のҙܾࢥ定能力が
௿下するલに、ױ者やՈ଒が๬む治療と生きํをࣄ
લに࿩し߹いながΒܭ画し、࠷ऴతにはऴ຤ظに至
るまでೲ得したਓ生をૹってもΒ͏ことを໨ඪとす
る。ྸߴ৺ෆશױ者では、認஌ػ能ো֐、೉ௌ、ݴ
ࠔ௨がૄࢥなどにより介護者やҩ療者とのҙ֐োޠ
೉なことが多いため、ױ者自਎かΒ؇和έアに対す
るχーζを֬認することや、"$1 にඞ要な情報を
得ることが೉しい޲܏がある22）。そのため、ױ者の
௚઀έアに位ஔする $)'�$/ はʮ自己ܾ定支援ʯ
に対する学習χーυがߴいのではないかとߟえる。
今後このよ͏な教育χーυをऔり入れた、スΩル
アοϓηミナーなどのݕ౼がࣔࠦされた。
　ϑィδΧルアηスϝントについては、ܧଓ教育の
डߨのׂ߹も௿く、自己のٕज़でできていないと回
౴しているׂ߹も௿かった。ϑィδΧルアηスϝン
トの研修会の多くは診࡯のج本ٕज़を習得するもの
であり、$)'�$/ にとっては実ࡍのױ者を診࡯し、
ྟচの場でҩ師や上ڃ看護師かΒࢦಋをडけること
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のํが重要であるため、डߨのׂ߹は௿くग़ている
のではないかとߟえΒれる。
　また、今回ʮಛ定行ҝ研修ʯのχーυについては、
。๬すると回౴した者は��ਓ（�1��ˋ）であったر
๬しない理༝としては、ʮັ力を感じないʯʮまだر
認定看護師の֨ࢿをऔ得した͹かりであるため、認
定看護師のスΩルを上げたいʯなどのҙݟがあった。
$)'�$/ は೔本看護協会の認定ྖҬの中で෼໺と
して認定されたのが1�年ະຬであり、自਎のスΩル
アοϓにઐ念している時ظで、さΒなるಛ定行ҝの
研修までߟえがٴんでいないのではないかとߟえΒ
れる。
　$)'�$/ 教育՝ఔ（ಛ定行ҝ研修を૊Έࠐんで
いない教育՝ఔɿ̖՝ఔ教育ػ関）は2�2�年でऴྃ
し、新たな৺ෆશ看護認定看護師（ಛ定行ҝ研修を
૊Έこむ教育՝ఔɿ̗՝ఔ教育ػ関）に੾り替わる
༧定である。2�1�年̒月に保健師ॿ࢈師看護師法の
一෦վ正をؚむʮ地Ҭにおけるҩ療ٴび介護の総߹
తな֬保をਪਐするための関係法཯の੔備౳に関す
る法཯（2�1�年法཯第�3߸）ʯが成立し、ಛ定行ҝ
に係る看護師の研修制度が૑ઃした。厚生࿑ಇলは
2�2�年までに1�ສਓのಛ定看護師の養成を໨ࢦして
いるが、研修修ྃ者਺は2���ਓ（2�2�年̓月ݱ
にとどまっている。今回の調査では۩ମతな（23（ࡏ
理༝を質໰していないため໌Βかにできないが、
$)'�$/ がさΒなるステοϓアοϓをਤっていく
ためにも、今後 $)'�$/ のಛ定行ҝ研修へのҙ޲
調査を行͏ඞ要があるとߟえΒれる。

̏ɽର৅ऀഎܠͱݚमͷडࠔ͕ߨ೉ͳཁҼͱͷؔ࿈
ಉ・ڙ子、ࠗط、する要Ҽとしてڹଓ教育にӨܧ　
にはܠՈ଒のਓ਺が༗ҙに関࿈していた。このഎډ
育ࣇやՈ଒の介護などՈఉ内での໾ׂが多いために
参Ճをࠔ೉にしていることがਪଌされる。٢田Βは、
女性の৬業తΩϟリア発ୡの્ࣄ֐৅とߟえΒれる
結ࠗ、೛৷、ग़࢈、育ࣇなどϥイϑイϕントは、৬
業中断やస৬が生じやすいとい͏ҙຯで、Ωϟリア
発ୡへのӨڹは大きいとड़΂ている2�）。認定看護師
としてݸਓが努力するとしても、Ո଒や৬場が認定
看護師のΩϟリアを支援するには、ϫークϥイϑバ
ϥンスなどの࿑ಇڥ؀の੔備やՈ଒の協力、研修ܗ
ଶの工夫がඞ要であるとߟえΒれる。
　研修ܗଶの工夫の一つとして、8FC システϜを

ར用したΦンϥイン研修会がڍげΒれる。ۙ年新型
コロナウイルス感染঱（$07*%�1�）のྲྀ行に൐い、
Φンϥインを用いた研修会や会ٞなどが多く行われ
ている。Φンϥイン研修会のϝリοトとして、自୐
や৬場かΒௌߨできるため、参Ճ者のෛ୲がݮるこ
と、遠ํかΒでも参Ճできること、スϥイυがै来
の研修会よりݟやすいことが調査されている2�）。認
定看護師の研修会においても、関౦や関੢などの地
Ҭで։࠵されることが多く、ݱ地に行くためには࢓
んだり、॓ധ場所を֬保するඞ要がある。本ٳをࣄ
調査でも、๺ւಓ、౦๺、๺཮、中ࠃ࢛・ࠃ、九州、
ԭೄがۈ຿地の者શ員が、։࠵場所が遠す͗ると回
౴していた。このことかΒ、集߹研修だけではなく、
育ࣇや介護で๩しいਓに対して、୹時間での研修内
容をΦンデマンυで഑৴したり、̴ϥーχンάをऔ
り入れるなど、ϥイϑスλイルに応じてબ୒Մ能な
研修ܗଶのݕ౼がࣔࠦされる。

ʲຊ研究ͷ՝題ʳ

行のݱ　 $)'�$/ 教育՝ఔは2�2�年にऴྃし、ಛ定
行ҝ研修が૊Έࠐまれた教育՝ఔにมߋされていく
༧定である。そのためݱ行の $)'�$/ としてのܧଓ
教育のਪҠを調査していくのには限քがある。ࡏݱ
ナース・ϓϥクティショナー（/VSTF�1SBDUJUJPOFS
�
/1）やઐ໳看護師、ಛ定行ҝに係る看護師の研修制
度、॥ث؀学会で新ઃされた৺ෆશ療養ࢦಋ士など
多様な実ફՈがग़てきている。$)'�$/ はさΒに研
ᮎをੵむことで、໾ׂ拡大など今後ྲྀ動తにมԽし
ていくとߟえΒれる。今後は৺ෆશύンデミοクと
ൺᄻされるݱ状で、ྲྀ動తな状況にある $)'�$/ が
やりがいをݟつけ、自己研ᮎの場をどのよ͏にݟग़
していくのか、調査をଓけていくඞ要がある。

ʲ݁論ʳ

　શࠃの $)'�$/ 教育՝ఔ修ྃ後のܧଓ教育の実
ଶとܧଓ教育へのӨڹ要Ҽを໌Βかにすることを໨
తに調査を行った。その結果、ܧ�ଓ教育の実ଶとし
て、対৅者の約൒਺がܧଓ教育のػ会をҡ持してお
り、そのχーυとしてはʮ認஌・精神ػ能のアηス
ϝントʯʮ঱状؇和ʯʮ自己ܾ定支援ʯはߴかったが、

ʮಛ定行ҝ研修ʯのχーυは௿かった。Өڹ要Ҽと
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しては、ࠗط、子ڙ・ಉډՈ଒のਓ਺が༗ҙにӨڹ
していた。このことかΒ、集߹研修だけではなく、
育ࣇや介護で๩しいਓに対して、୹時間での研修内
容をΦンデマンυで഑৴したり、̴ϥーχンάをऔ
り入れるなど、ϥイϑスλイルに応じてબ୒Մ能な
研修ܗଶのݕ౼がࣔࠦされる。

ʲँࣙʳ

　本研究をਐめるにあたり、アンέート調査にご協
力いただきました $)'�$/ の皆様、各ࢪઃの看護
෦長に厚くお礼を申し上げます。

ʲ文ݙʳ

̍）内ֳ෎（2�2�）ɽྸߴԽのݱ状とক来像ɽ令和
２年൛ྸߴ社会നॻɽ内ֳ෎ϗーϜϖーδ

� IUUQT���XXX��DBP�HP�KQ�LPVSFJ�XIJUFQBQFS�
X�2�2��IUNM�[FOCVO�T1@1@1�IUNM（2�21年�月
2೔Ӿཡ）

２）厚生࿑ಇল（2�2�）ɿ॥ث؀පのݱ状౳について
� IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�DPOUFOU�1���������

������3���QEG（2�21年3月1೔Ӿཡ）
３）大৿ਸ࢙ɽ৺ෆશ治療 0WFSWJFX�̜ϊートɽ

7PM��/P�（1�月߸）ɽ౦ژɿ༽౔社ʀ2�2�ɽ
11����1��2

４）内ֳ෎（2�1�）ɿҩ療のద正Խの؍఺かΒΈた
෼ੳ　IUUQT���XXX��DBP�HP�KQ�LFJ[BJ�TIJNPO�
LBJHJ�TQFDJBM�SFGPSN�XH1�2��331�TIJSZPV1�2�
QEG（2�21年�月2�೔Ӿཡ）

̑）೔本॥ث؀学会 � ೔本৺ෆશ学会߹ಉΨイυϥ
イン　2�21年 +$4�+)'4Ψイυϥイン　ϑΥー
Χスアοϓデート൛　ٸ性・ຫ性৺ෆશ診療

� IUUQT���XXX�K�DJSD�PS�KQ�DNT�XQ�DPOUFOU�
VQMPBET�2�21��3�+$42�21@5TVUTVJ�QEG（2�21
年�月1�೔Ӿཡ）

̒）'BSSF�/
� FU� BM��.FEJDBM� SFTPVSDF� VTF� BOE�
FYQFOEJUVSF� JO� QBUJFOUT�XJUI� DISPOJD� IFBSU�
GBJMVSF�B�QPQVMBUJPO�CBTFE�BOBMZTJT� PG� ���1���
QBUJFOUT�&VS�+�)FBSU�'BJM�2�1�ʀ1�ɿ1132�11���

ʤ1.*%�2�1����1ʥ
̓）,BOFLP�)
�FU�BM�� *ODJEFODF�BOE�QSFEJDUPST�PG�

SFIPTQJUBMJ[BUJPO�PG�BDVUF�IFBSU�GBJMVSF�QBUJFOUTɽ

*OU�)FBSU��2�1�ʀ+��ï2ðɿ21��22�
̔）দ田৾࠸他ɽҩ療・介護レηϓト࿈結デーλを

用いたྸߴ৺ෆશױ者のҩ療介護αービスར用
状況の෼ੳɽ೔本ϔルスαポート学会年報ɽ
2�21ʀ̒巻ɽ1������

̕）೔本看護協会 ï2�21ðɿ֨ࢿ認定制度�ઐ໳看護
師・認定看護師・看護؅理者

� IUUQT���OJOUFJ�OVSTF�PS�KQ�OVSTJOH�RVBMJGJDBUJPO�
DO（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

1�）ᚸכΈΏき・஑ُढ़美・Ճ౻尚子ɽ�ຫ性৺ෆ
શ看護認定看護師 � ӜஓҮ子編ɽ৺ෆશ教本ɽࡾ
౦ژɿϝディΧル・αイエンス・インλーナ
ショナルʀ2�12��13�3�3��

11）೔本看護協会（2�21）ɿ認定看護師教育՝ఔϓ
ロάϥϜ（ಛ定行ҝ研修を૊Έࠐんでいない՝
ఔɿ̖՝ఔ教育ػ関）ɿ෼໺　ຫ性৺ෆશ看護

� IUUQT���OJOUFJ�OVSTF�PS�KQ�OVSTJOH�XQ�DPOUFOU�
VQMPBET�2�21��3�21@NBOTFJTIJOIV[FOLBOHP@
"@2�21�31��QEG（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

12）੢ଜ紀子ɽ認定看護師のΩϟリア発ୡに関する
文献ݕ౼（ҩ学中ԝࢽࡶかΒ）ɽਓ間科学研究
1�ʀ2�1�ɿ1�1���

13）೔本看護協会（2�12）ɿܧଓ教育のج準�7FS�2
� IUUQT���XXX�OVSTF�PS�KQ�OVSTJOH�FEVDBUJPO�

LFJ[PLV�QEG�LFJ[PLV�WFS2�QEG（2�21年3月1�೔
Ӿཡ）

1�）೔本看護協会ɿデーλでΈる認定看護師（2�21）
� IUUQT���OJOUFJ�OVSTF�PS�KQ�OVSTJOH�RVBMJGJDBUJPO�

DO（2�21年�月1�೔Ӿཡ）
におけるઐ໳看護師と認定看ࠃ田༟子ɽզがࠇ（�1

護師の໾ׂظ଴認஌、໾ׂ਱行認஌、໾ׂ਱行
能力ධՁの実ଶɽ๺ཬ看護学ࢽࡶɽ2�1�ʀ
12ï1ðɿ11�1��

1�）ᖛ口恵子ɽઐ໳看護師・認定看護師ɽ؇和ҩ学ɽ
2���ʀ1�ï�ðɽ1�����1��

1�）山田໲子ɽઐ໳看護師と認定看護師が自己報告
した໾ׂを਱行する上でのࠔ೉さに関する質త
෼ੳɽ๺ཬ看護学ࢽࡶɽ2�1�ʀ12ï1ðɿ11��2��

1�）5TVKJ�,
�FU�BM��$IBSBDUFSJ[BUJPO�PG�IFBSU�GBJMVSF�
QBUJFOUT� XJUI�NJE�SBOHF� MFGU� WFOUSJDVMBS�
FKFDUJPO� GSBDUJPO�B�SFQPSU� GSPN�UIF�$)"35�2�
4UVEZ��&VS�+�)FBSU�'BJM2�1�ʀ1����12���12��ɽ

1�）૬川޾生ɽ認定෰ༀ自立支援ϓロάϥϜによる�
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アυώアϥンス޲上を໨ࢦしてɽެऺ衛生ʀ
2�21ɿWPM�����/P��3�11�1�1��

2�）厚生࿑ಇল（2�1�）ɿ平成3�年度診療報ुվ定�
ᶘô̍ô２　؇和έアをؚむ質のߴいがんҩ療౳
のධՁᶄ　IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�GJMF����
4FJTBLVKPVIPV�12�������)PLFOLZPLV�����1���32�
QEG（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

21）厚生࿑ಇল（2�1�）ɿਓ生の࠷ऴ段֊におけるҩ
療・έアのܾ定ϓロηスに関するΨイυϥイン

� IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�GJMF����)PVEPVIBQQZPV�
1���2����*TFJLZPLV�4IJEPVLB�����1����1�QEG

（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

22）ҏ౻ߒɽ೰Έ多き子༽たͪへのٹいの一手　こ
れがࢲの診断・治療法ʂ３৺ෆશ・৺ے঱
ô̑ɽ๺川஌࿠、໦原康थ編ɽ)FBSU�7JFXɽ౦
ɽϝδΧルビュー社ʀ2�1�ɿ7PM�23�/P�12ژ

�ɽ1���1�3（߸ץ૿）
23）厚生࿑ಇল（2�21）ɿಛ定行ҝ研修を修ྃした

看護師਺（ಛ定行ҝ۠෼ผ）
� IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�DPOUFOU�1���������

������121�QEG（2�21年�月1�೔Ӿཡ）
2�）੕ࢵ৫他ɽ8FC システϜをར用したΦンϥイ

ン研修会のࢼΈɽҩ学ݕ査ɽ2�21ʀ7C-���/Pɽ
1ɿQ123�12�
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